
（様式－１ 表紙） 

 

 

 １ 調査名称：館林市総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：館林市 

 

 

 ３ 調査圏域：群馬県館林市（両毛都市圏） 

 

 

 ４ 調査期間：平成２５年度 

 

 

 ５ 調 査 費： ５，１００千円  

（総合都市交通体系調査） 

 

 ６ 調査概要： 

本市では平成 23 年度より第五次総合計画をスタートさせ、集約型都市構造の検

討による人と人の交流できるまちなかの活性化を目指すとともに、市内の幹線道

路網を体系的に整備することにより、円滑な道路ネットワークを確立させ、多様

な交通手段への転換の促進による安全で便利な環境負荷の少ない交通体系の構築

を目指しており、これまでの量的充足から質的充足を目指す道路整備への転換を

進めている。 

本調査では、未着手となっている都市計画道路を対象に社会経済情勢の変化や

土地利用の変化、今後の人口減少の見通しを踏まえ、今後の道路整備のあり方を

見直すため、都市計画道路の見直しの方針を定めるとともに、道路整備プログラ

ムの策定を行う。 

また、平成 25 年度より見直しを予定している館林市都市計画マスタープランに

おける、「交通施設の都市計画の決定の方針」を定めるための施設配置や整備の

方針として本調査結果を利用していくとともに、交通マスタープランの見直しや

総合交通戦略の策定を進めていくための基礎となる調査である。 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名：館林市総合都市交通体系調査 

 

 ２ 報告書目次 

１．業務概要 

  １－１．業務の目的 

  １－２．業務対象範囲 

  １－３．業務のフロー 

２．パブリックコメントの実施 

  ２－１．パブリックコメント用資料作成 

  ２－２．パブリックコメントの実施 

  ２－３．都市計画道路見直し方針 

３．道路整備プログラムの作成 

  ３－１．道路整備プログラムの作成 

４．費用便益の分析            

  ４－１．交通量推計 

  ４－２．費用便益分析 

５．アンケート調査の実施 

  ５－１．アンケート調査実施計画 

５－２．アンケート調査結果の整理 

６．策定委員会 

  ６－１．第１回策定委員会 

６－２．第２回策定委員会 

６－３．第３回策定委員会 

６－４．第４回策定委員会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等 

 

館林市都市計画道路見直し方針策定委員会（委員会） 

（座長：館林市都市建設部長 岩崎 浩一） 

館林市都市計画道路見直し方針策定委員会（事務局） 

（館林市都市建設部都市計画課計画係） 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

本調査では、未着手となっている都市計画道路を対象に社会経済情勢の変化や

土地利用の変化、今後の人口減少の見直しを踏まえ、今後の道路整備のあり方を

見直すため、都市計画道路の見直しの方針を定めるとともに、館林市の道路整備

プログラムを作成することを目的とする。 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３ 調査圏域図 

 

 

 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

（１）パブリックコメントの実施 

平成 24 年度に検討した都市計画道路見直し方針（案）を『都市計画ガイドライン

（都市計画道路の見直し編）』の改訂を踏まえ、都市計画道路見直し方針（案）を

作成した。修正した都市計画道路見直し方針（案）について、パブリックコメント

を実施し、広く市民意見を求め、都市計画道路見直し方針を策定した。 

①パブリックコメント用資料作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②パブリックコメントの実施 

■実施方法 

  『館林市パブリックコメント手続実施要綱』に準拠し、パブリックコメントを実

施した。 

●対象者 

 ・館林市民 ・市内に事務所、事業所を有する個人、法人その他団体 

 ・市内に存する事務所又は事業所に勤務する者 ・市内に存する学校に在学する者 

 ・パブリックコメント手続に係る事案に利害を有する者 

●周知方法 

 ・広報たてばやし（12/15 号） ・館林市ホームページ 

●公表方法 

 ・館林市ホームページ ・市役所内留め置き 

●実施期間 

 平成 25 年 12 月 16 日（月）～平成 26 年 1 月 15 日（水）（約１ヶ月間） 

■実施結果 

 提出者数：0 人 意見数：0 件 

 

③都市計画道路見直し方針 

 パブリックコメント結果を踏まえ、都市計画道路見直し方針を策定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）道路整備プログラムの作成 

都市計画道路見直し方針の存続区間に関する整備優先度を検討し、道路整備プロ

グラム（短期：～10 年以内、中期：10～20 年、長期：20 年以降における事業着手

区間の設定）を作成した。 

  整備優先度は、８つの評価項目による対象区間のランク付け、事業中区間完了後

の検証、ミッシングリンクの解消、上位関連計画における重要性・整備予定、アン

ケート調査結果を踏まえ、総合的な視点より設定した。 

■作業フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■道路整備プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）費用便益の分析 

  『費用便益分析マニュアル 平成 20 年 11 月 国土交通省道路局』に準拠し、対

象路線（青柳広内線+西部三号線+高根大街道線）の費用便益分析を実施した。 

■対象路線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■算出条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■費用便益分析算出結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）アンケート調査の実施 

■調査概要 

●調査目的 

  館林市のまちづくりを支援する都市計画道路の道路整備プログラム作成における

整備優先度を検討するため、市民が思う 8 つの評価項目の優先順位の把握すること。 

●調査期間 

 平成 25 年 12 月 10 日（火）～平成 25 年 12 月 24 日（火）（約 2 週間） 

●調査対象 

 ・館林市居住者 ・館林市に通勤・通学している者 

●調査方法 

 Web アンケート調査 

■アンケート調査票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


